
17児童・生徒の咀嚼に関しての理解と食行動との関連性 17

静岡県立大学
短期大学部
研究紀要　第 22号
2008 年

児童・生徒の咀嚼に関しての理解と食行動との関連性

Relation between Dietary Activity Understanding of a Mastication of Children 

木林　美由紀

KIBAYASHI Miyuki

要 約

　近畿圏内の某政令都市では、幼稚園･小学校･中学校において、年間を通して学校歯科保健活動を

積極的に展開している。本研究では、その一地域の小学校2校と中学校1校、計3校に在籍する児童・

生徒に対して、食行動および噛む効用等についての自記式質問紙調査を実施し回答が得られた、小

学 4年生から中学 3年生 ( 男子 306 名、女子 282 名 計 588 名 ) を対象とし、咀嚼に関する理解

力と食行動との関連性について検討した。

　その結果、児童・生徒は、成長と共に咀嚼の効用についての知識の習得が認められたが、噛む意

識は低下する実態が明らかになった。また、自記式質問紙調査の結果を良否で 2群化し、咀嚼の

効用の理解度および噛み応えのある食品を選択する力との関連性について検討したところ、噛み応

えのある食品を好むと答えた者と食事へ期待感を持つ者は、咀嚼の効用の理解力が有意に高値を示

した。さらに、食事の速度が周囲と同等である者および水分を余り飲まずに摂食する者は、噛み応

えのある食品を選択する力が高かった。

　よく噛んで食べる習慣育成のためには、低年齢児から保健指導等で噛む効用を理解させ、実践す

ることと食に対する関心を高め、食事が楽しいと感じられる食環境の整備を学校・家庭・地域と連

携して取り組む重要性が示唆された。

背 景

　平成 17年 7月に施行された食育基本法には、「近年における国民の食生活をめぐる環境の変化

に伴い、国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむための食育を推進する

ことが緊要な課題となっていることにかんがみ、食育に関し、基本理念を定め、及び国、地方公共

団体等の責務を明らかにするとともに、食育に関する施策の基本となる事項を定めることにより、

食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来にわたる健康で文化的な国民

の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与することを目的とする。」とある。日本学校歯科医会は、

日本歯科医師会ら 5団体とともに平成 19年に食育推進宣言 1) を発し、咀嚼の重要性および食物の

知識と「食べ方」を通して健全な心身と豊かな人間性を育むことを目指し、食育の支援に取り組ん

でいる。

　さらに、食育基本計画の歯科に関する記述は、健康づくりや医学教育等における食育推進のなか

に「食育を通じて生活習慣病等の予防を図るため保健所、保健センター、医療機関等における食育

に関する普及や啓発活動を推進するとともに、食生活を支える口腔機能の維持等についての指導を
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推進する」と述べられている。

　子どもたちのバランスの良い栄養摂取や良好な食行動を支えるには、食べ方の視点から健全な口

腔内環境の整備が必要不可欠であり、食べ物を美味しく味わって食べるためには、よく噛むこと、

つまり、健全な咀嚼力の育成が最重要課題である。食の基本的な習慣を身につけ、良好な食生活を

育成し確立するには、幼児期からの家庭における食教育はもちろん、学校給食が開始される学童期

が特に重要であり、学校現場では栄養教諭を導入し、食育の実践に向けて取り組んでいる。しかし

ながら、口の中の食べ物を良く噛まずに水、お茶、牛乳などで流し込むような食べ方や、咽越しの

良さを求めよう食べ方、さらに、十分な食事時間が確保できないなどの問題が指摘されている現状

がある。

　そこで、児童・生徒を対象に、日常の摂食行動の実態と咀嚼に関する理解や意識について調査し、

口腔の健康に関する意識向上を目的に咀嚼と食行動との関連性について検討した。

目 的

　某政令都市の一地域の児童・生徒を対象に「噛むこと：咀嚼」の意識とその実態を把握し、児童・

生徒の摂食行動および食環境と咀嚼との関連性について検討した。得られた知見を学校現場での健

康教育および歯科保健指導の資材として活用することを目的とした。

対象者および方法

　地域内の小学校 2校、中学校 1校に在籍する小学 4年－中学 3年生の児童・生徒 600 名を対象

に自記式質問紙調査を実施し、記入に不備があった者を除した 588 名（男子 306 名、女子 282 名 )

を対象とした ( 表 1)。

表 1.　対象者の学年別内訳

学　年 男　子 女　子 全　体

小学 4年生 57 46 103

小学 5年生 55 50 105

小学 6年生 45 55 100

中学 1年生 47 41 88

中学 2年生 49 45 94

中学 3年生 53 45 98

合　　計 306 282 588

( 人 )

　自記式質問紙票は、日常の摂食時における咀嚼状態の実態と関心の程度、保護者の摂食時の指導

の有無および咀嚼の効用の理解度等の 11項目 ( 図 1) とし、養護教諭および学級担任の指導のもと

実施した。さらに、噛み応えのある食品の選択力の評価は、石原らの「自分の食生活を見直そう !!

①：チェック表 どっちを選ぶ？」2) を参考に、5項目の調理法の違う2つの食品のイラストを用いて、

噛み応えのある食品を選択させ評価した ( 図 2)。
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　統計処理は、SPSS Ver14 を用い、2群間の平均値の比較はt 検定、多群間の平均値の比較は一

元配置の分散分析、カテゴリー間の比較は、χ 2検定を行い、危険率 5%未満を有意とした。

図 1.　自記式質問紙調査票（１）
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図 2.　自記式質問紙調査票（2）

結 果

　自記式質問紙調査の結果を各学年別に以下に示す。摂食時の咀嚼状態で 8割以上の小学生は「い

つも+時々よく噛んで食べている」と答えたが、中学生では 8割を下回っていた ( 図 3)。一口の

咀嚼回数は、小学 4年生を除いてほぼ 80％が 10 回以上は噛んでいると答えた ( 図 4)。家庭での

保護者による摂食時の咀嚼についての指導の程度は、どの学年とも 60％以上の家庭においてよく

噛んで食するように指導が行われていた ( 図 5)。噛み応えのある食べ物の嗜好の程度は、どの学年

とも 70％以上の対象者が「大好き」「好き」と答えた ( 図 6)。摂食時における食する速度は、周囲

と同じであると答えた者が、ほぼ 50％程度であったが、小学 5年生および中学 3年生は 40％を

下回っていた ( 図 7)。摂食時における水分による流し込みの程度は、ほぼ 70％の対象者が「飲み

込める」「余り流し込まない」と答えたが、中学 3年生は 42.9％の対象者が「時々流し込む+流

し込む」と答えた ( 図 8)。食事への期待感は、どの学年ともほぼ 90％の者が期待感を持っていた
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図 3.   対象者の咀嚼状態 図 4.   対象者の一口の咀嚼回数

図 5.   保護者からの噛むことの指導頻度 図 6.   噛み応えのある食品の嗜好程度

図 7.   対象者の摂食速度 図 8.   摂食時における水分摂取の程度

図 9.   食事への期待感の程度 図 10.   家庭での調理行動への参加の程度
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( 図 9)。家庭における調理行動の程度は、学年が上がるほど「作らない」と答えた者が多かった ( 図

10)。

　噛むの効用についての認識度および理解度は、学年が上がるに従い高値を示した（図 11）。噛み

応えの評価は、5問のうち 4‐5問正解者は 6年生から中学生は 90%、小学 4‐5年生は 80%を

占めた。全問正解者率は、6年生と中学生では 50％以上であったが、小学 4‐5年生は約 40%だっ

た ( 表 2)。噛む効用の理解度を、対象者が選択した項目数 (0-11) を点数化しその平均値を用いて

検討したところ、成長に伴いその理解度は有意に高値を示した ( 図 12)。しかし、噛む意識は、成

長に伴い有意に低下した ( 図 13)。

　つぎに、自記式質問紙調査の結果を良否で 2群に分類し、噛む効用の理解度および噛み応えの

ある食品を選択する力との関連性について検討したところ、噛み応えのある食品を好む者は 1%の

危険率で、食事へ期待感を持つ者は 5% の危険率で有意に噛む効用の理解が高かった ( 図 14)。

さらに、食事の速度が周囲と同等である者は 1％の危険率で、流し込みの摂食行動はしないと答え

た者は５％の危険率で噛み応えのある食品を選択する力が有意に高値を示した ( 図 15)。

考 察

　本研究の対象者が居住する地域は、文化的歴史の深い地域と大規模な商店街とが混在しており、

保護者の児童・生徒および学校に対する関心や協力の程度は、政令都市の中でも比較的高い土地柄

である。これらは、半数以上の保護者が児童・生徒に対し、食事中によく噛むようにと指導してい

る実態や対象者の 9割が食に期待感を持っていると答えたことからも、家庭での食への良好な関

わりが推察される。

　江田 3) は、朝食を家族全員で共食する園児は、ほとんど共食しない園児に比べ良好な生活習慣で、

体調不調を訴える割合が低いと述べており、Yuasa Kyoko et al.4) は、女子中学生で、毎日家族

と一緒に食事することは肥満の低下やバランスのとれた食事および十分な睡眠といった良好な生活

習慣と強い相関があったと報告していることからも、家庭での保護者の食への関心の程度および食

環境の整備が児童・生徒の良好な摂食行動および咀嚼の育成には重要な要因のひとつであるといえ

る。

表 2.  学年別噛む効用の理解度

学  年 0-3 問正解者数 (％） 4-5 問正解者数 (％）
全問 (5 問） 

正解者数

全問正解者率 

(％）

小学 4年生 21(20.4） 82(79.6) 40 38.8

小学 5年生 22(21.0) 83(79.0) 43 41.0

小学 6年生 8(  8.0) 92(92.0) 68 68.0

中学 1年生 9(10.2) 79(89.8) 46 52.3

中学 2年生 6(  6.4) 88(94.6) 57 60.6

中学 3年生 10(10.2) 88(89.8) 60 61.2

合計 76(12.9) 512(87.1) 314 53.4
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図 11.   噛む効用の理解の程度
図 12.   学年別噛む効用の理解度

図 14.   噛む効用の理解度と食行動との関連性

図 15.   噛み応えのある食品を選択する力と食行動との関連性

図 13.   学年別「よく噛んでいる」と答えた者の割合
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　対象者が成長に伴い、咀嚼に対する理解度が高まり、噛み応えのある食品を選択する力を習得し

ていたことは、幼稚園、小学校、中学校の学校保健関係者、教員および学校歯科医らが連携し、年

間を通じて計画的に保健指導を実施していること、学校に歯科衛生士をゲストティチャーとして招

き、小学 2・4・6年生および中学 1年生を対象に咀嚼についての指導や口腔保健指導および食育

指導をクラスごとあるいは学年に展開している健康教育活動が大きく貢献していると推測される。

　噛む効用を理解している者は、食事への期待感を持ち噛み応えのある物を好んでおり、さらに、

噛み応えの食品を選択する力がある者は、良好な摂食行動であったことから、咀嚼に関しての知識

の獲得は、良好な食行動の獲得と噛む行動の育成につながることが示唆された。しかし、各学年の

7割の対象者が噛み応えのある食品を好むと答えても、噛んでいる意識は成長に伴い「よく噛んで

いない」と感じる者の割合が多くなり、中学 3年生では、43％の者が摂食時に水分で流し込む現

状から、咀嚼に関する知識や情報を習得しても、必ずしも噛む行動に反映はされていなかった。

　現代の食環境では、食物の軟食化が広がり、よく噛まないばかりか水分の摂取による流し込むよ

うな食べ方や嚥下する行動が多く見られる。日本学校保健会口腔機能発達研究委員会の調査5)でも、

小学生・中学生の半数以上が摂食時に水分を「いつも飲むあるいは時々飲む」と報告しており、本

研究では、学年が上がるに従いその傾向は増加した。その要因としては、小学校や中学校での昼食

に割り当てられる時間配分の問題、家庭では習い事や塾通い等による不規則な食事時間や夜型の生

活スタイルによる朝食の欠食等、さらに、中学生では受験等に備え生活の変化に伴う食生活や食行

動の変容などが推察され、ゆっくり噛んで食べる時間が十分に確保できているとは言いがたい現状

がある。

　硲ら 6) は、ラットを用いての実験で、食物の硬さやその摂食経験が食物選択などの摂食行動に

影響を及ぼすと述べており、西谷ら 7) は、個々によりそれぞれ家庭環境の相違や生活行動リズム、

児の性格などの複雑な要因が絡み合い影響を及ぼすとするうえで、子どもの摂食行動のばらつきの

要因を、家庭で好きな物だけを与えられること、間食が多くそのため食欲がないことを挙げている。

　成長期である児童・生徒の咀嚼習慣の育成および定着には、学校や家庭において噛み応えのある

食品の摂食を促す食行動の推進と実践および保護者の食への関心を高め、家庭での良好な食環境の

整備が必要であると考える。

　以上の結果より、よく噛んで食べる意識向上および習慣育成のためには、低年齢児から保健指導

等で噛む効用を理解させ、学校および家庭において実践につながる指導を展開することと、子ども

に対し食への関心と期待感を高め、食事が楽しいあるいは楽しみであると感じることができる食環

境の整備を学校・家庭・地域で連携して取り組む重要性が示唆された。

　本研究の一部は、第 72回全国学校歯科保健研究大会、横浜 (2008) にて発表した。
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